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ど
の
子
に
も 

ゆ
き
と
ど
い
た 

教
育
を
〜 

  

去
る
７
月
２
８
日
、
民
主
団
体
が
大

津
市
教
育
委
員
会
に
「
就
学
援
助
制
度

に
関
す
る
要
望
」
を
お
こ
な
い
、
日
本

共
産
党
大
津
市
会
議
員
団
も
参
加
を

し
て
懇
談
し
ま
し
た
。
派
遣
切
り
や
、

正
社
員
の
リ
ス
ト
ラ
な
ど
か
つ
て
な

い
景
気
悪
化
・
雇
用
不
安
の
も
と
、
子

ど
も
の
教
育
費
の
負
担
が
子
育
て
世

代
に
重
く
の
し
か
か
り
ま
す
。
高
校
、

大
学
の
学
費
が
払
え
ず
、
途
中
退
学
を

余
儀
な
く
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
っ

た
実
態
も
伝
え
な
が
ら
、
大
津
市
で
の

一
層
の
制
度
充
実
と
保
護
者
負
担
の

軽
減
を
求
め
ま
し
た
。 

  

（
主
な
懇
談
内
容
） 

＊
就
学
援
助
制
度
の
適
用
基
準
を
生

活
保
護
の
１
．
７
倍
に
引
き
上
げ
る
こ

と
（
現
行
１
．
２
倍
） 

＊
通
学
費
給
付
・
修
学
旅
行
補
助
・
学

用
品
な
ど
の
支
給
内
容
の
充
実 

  

市
教
育
委
員
会
は
、
「
大
津
市
は
他

の
自
治
体
と
比
べ
て
頑
張
っ
て
い
る

ほ
う
で
あ
る
。
今
、
財
政
難
の
た
め
経

費
削
減
を
言
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で

は
今
の
水
準
を
維
持
す
る
こ
と
で
精

一
杯
で
あ
る
」
と
し
な
が
ら
「
６
月
議

会
で
、
杉
浦
議
員
の
質
問
に
あ
っ
た
よ

う
に
ほ
と
ん
ど
使
用
し
な
い
学
用
品

の
購
入
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
整
理
が

必
要
だ
と
認
識
し
、
各
校
に
指
導
し
て

い
き
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。
貧
困
と

格
差
が
広
が
る
中
、
子
ど
も
の
人
権
と

教
育
を
受
け
る
権
利
を
保
障
す
る
こ

と
は
、
な
に
よ
り
優
先
さ
れ
る
べ
き
で

す
。 

原爆投下から６４年目の夏 
 ８月６日は６４年前に広島に原爆が投下された日です。今年も、
恒例となった三井寺・観音堂の「原爆犠牲者慰霊・世界平和祈願

法要」に今年も参加しました。今年は特に、オバマ大統領の核兵

器のない世界の追求を宣言したプラハ演説などから世界平和に対

する国民の関心が高まっているように感じます。 

 福家俊明長吏さんからも、核兵器廃絶のオバマ演説にふれなが

ら「核廃絶で被ばく国日本がリーダーシップをとれないことは日

本人として、残念に思う。原子爆弾は失うことは多く、得ること

はない。戦争をしないと誓った憲法を守り、核兵器を廃止しまし

ょう」と呼びかけられました。 

 平和の大切さ ひしひしと 
毎年８月は、いっそう核廃絶や平和への願いが高まります。 

大津市歴史博物館で開催されている「戦争と市民」展を見てき

ました。夏休みと言うこともあり、家族連れの姿が多く見られま

した。 

 展示を見れば見るほど当時の生活が戦争一色で染められていた

ことがよくわかります。学級日誌には、何度も空襲警報で活動が

中断された様子が書かれていました。子どもたちの日用品には鉄

砲や戦車の絵が描かれ、子どもの頃から兵隊にあこがれる環境づ

くりがされていました。 

 戦場から家族に宛てた手紙や、戦死を知らせる手紙などは、何

度見ても心が痛みます。  

終戦から６４年。日本でこの間戦争が起こらなかったのは憲法９

条に守られてきたからです。悲惨な戦争を二度と繰り返さないた

めにも戦争を経験したことのない世代の私たちが、先駆者の思い

をしっかりと引き継がなければと強く思いました。 

                   （石黒かづ子市議） 

２
０
１
０
年
度
か
ら
使
用
す

る
中
学
校
の
教
科
書
採
択
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。 

４
年
前
（
２
０
０
５
年
）
、
前

回
の
採
択
で
は
、
全
国
の
公
立

学
校
の
う
ち
、
東
京
都
杉
並
区
、

栃
木
県
大
田
原
市
、
東
京
都
・

滋
賀
県
・
愛
媛
県
の
中
高
一
貫

校
と
特
別
支
援
学
校
と
い
う
ご

く
少
数
の
地
域
で
扶
桑
社
版
の

『
新
し
い
歴
史
教
科
書
』
が
採

択
さ
れ
ま
し
た
。
大
津
市
で
は

扶
桑
社
版
の
『
新
し
い
歴
史
教

科
書
』
を
め
ぐ
っ
て
、
市
長
が

こ
の
教
科
書
を
評
価
す
る
発
言

を
し
ま
し
た
が
、
多
く
の
市
民

か
ら
は
批
判
と
採
択
反
対
の
声

が
上
が
り
、
採
択
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。 

今
年
採
択
さ
れ
る
教
科
書
の

使
用
期
間
は
、
通
常
の
半
分
の

２
年
間
で
す
。
２
０
１
２
年
度

か
ら
学
習
指
導
要
領
が
変
更
さ

れ
る
た
め
、
採
算
を
考
え
た
教

科
書
会
社
は
ほ
と
ん
ど
が
検
定

申
請
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
今
年
は
自
由
社
版
の
教
科
書

が
新
た
に
加
わ
っ
た
た
め
、
歴

史
教
科
書
の
採
択
が
お
こ
な
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。「
新

し
い
歴
史
教
科
書
を
つ
く
る

会
」
の
扶
桑
社
版
・
自
由
社
版

い
ず
れ
の
教
科
書
も
支
配
者
・

為
政
者
の
立
場
に
立
っ
た
恣
意

的
な
歴
史
叙
述
、
庶
民
が
歴
史

を
つ
く
っ
て
き
た
事
実
を
軽
視

す
る
、
国
民
主
権
の
立
場
に
た

っ
て
い
な
い
、
何
よ
り
明
治
以

降
の
わ
が
国
の
侵
略
行
為
に
対
す

る
反
省
、
過
去
の
戦
争
に
対
す
る

反
省
の
念
を
欠
い
て
い
る
点
な

ど
、
日
本
国
憲
法
の
理
念
に
反
し
、

平
和
と
民
主
主
義
、
人
権
の
保
障

を
求
め
る
国
民
の
願
い
に
背
く
も

の
で
す
。 

横
浜
市
で
は
４
日
の
教
育
委
員

会
で
自
由
社
の
教
科
書
の
採
択

が
強
行
さ
れ
、
市
民
や
民
主
団

体
が
抗
議
集
会
を
開
催
し
た

り
、
現
在
扶
桑
社
版
の
教
科
書
を

使
っ
て
い
る
地
域
で
は
、
扶
桑
社

版
・
自
由
社
版
教
科
書
の
採
択
に

反
対
す
る
取
り
組
み
が
す
す
め
ら

れ
て
い
ま
す
。 

 

大
津
市
で
は
８
月
２
４
日
（
月
）

に
臨
時
教
育
委
員
会
が
開
催
さ

れ
、
教
科
書
採
択
が
お
こ
な
わ
れ

ま
す
。 

こ
の
機
会
に
教
科
書
の
実
態
を

知
る
こ
と
や
、
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
ど
の
よ
う
な
教
科
書
が
望
ま

し
い
の
か
、
よ
り
よ
い
教
科
書
が

採
択
さ
れ
る
よ
う
に
、
地
域
で
話

し
合
っ
た
り
、
委
員
会
を
傍
聴
す

る
な
ど
草
の
根
の
運
動
を
広
げ
ま

し
ょ
う
。 


